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１．はじめに

この間行われた PISAや TIMSS、全国学力・

学習状況調査などの結果を踏まえて、理科や算

数・数学に関してさまざまな課題や問題点が指摘

されている［１－４］。

これらの中で、「学年が上がるにつれ、教科『理

科』に対する児童生徒の興味・関心が薄れ、『理

科』に対する意識が低下し、理科嫌いが増える」

とされる現象は「理科離れ」と呼ばれてい

る［５－１５］。

小・中・高の学習内容の編成や接続の問題、高

学年になるにつれて切実となる「受験対策」など

が理科離れに拍車をかけていると指摘されてい
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要 約

児童生徒の学年があがるにつれ、「理科」に対する興味・関心が薄れ、「理科」に対する意

識が低下し、理科嫌いが増える現象は「理科離れ」と呼ばれている。このままでは、次世代

の科学者や技術者が育たず、ものづくり立国「日本」の基盤が危うくなるとして、「理科離

れ」の克服のためにさまざまな施策が実施されている。

本研究では、多摩ニュータウンの小学校の３年生から６年生までの全児童２２９名に、「理科

が好きか」「去年より理科が楽しいか」「理科の好きな単元、嫌いな単元」、そして、「その理

由」などを尋ね、「理科離れ」と呼ばれている現象の存在やその原因について詳細な解析を

行った。研究対象校の子どもたちは、すべての学年において、「理科が楽しい」「去年より理

科は楽しい」と答える児童が多く、「学年進行で『理科離れ』が進む」とされる現象は見ら

れなかった。また、「理科が好き」な割合についての男女間の差は見られない一方で、「好き

な単元」には大きな違いが見られた。女子は動植物を観察したり育てたりする単元が好きで

あるのに対し、男子は「電池のはたらき」や「星と月」などの単元を好んでいた。「理科が

好き」や「去年より理科が楽しい」理由として「実験が楽しい」や「実験が増えたから」を

挙げる児童が多かった。小学校の児童の多くは理科が大好きであることが再確認された。理

科専科を経験した教員が担当している学年においては、女子の児童の方が男子よりも「理科

が好き」と答える割合が高かった。児童に、理科の楽しさを育み、「理科の楽しさ」を持続

させる上でも、理科専科の教員や理科指導員の適切な配置が重要なことが示唆された。
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る。また、この間、理科の学習内容や学習時間が

削られたことで、観察や実験の十分な時間の確保

や系統的な学習ができなくなり、知識のみを詰め

込む授業となったことも「理科離れ」を増やして

しまった一因として挙げられている。

科学技術振興機構と国立教育政策研究所が公立

小学校の理科を教える教員を対象に行った「『平

成２０年度小学校理科教育実態調査』集計結果（速

報）について」によると、経験豊富な教職歴２０年

以上の教員でも、自らの理科の指導法についての

知識・技能について「高い」「やや高い」と答え

る割合は４０数％に過ぎず、若い教員ほど低い数値

（１０％以下）なっている［１６］。小学校の教員を目指

す学生の多くが高校時代に「文系志望コース」

だったことも理科の苦手な教員を生み出している

原因の一つであると指摘されている。

角谷と無藤は、小学５年生から中学３年生に対

して、国語、社会、数学（算数）、理科などの１３

の教科・活動に対する意識を調査している［１７］。理

科については、確かに学年進行に伴って「好き

だ」と答える児童生徒の割合が減少することや中

学２、３年生で「好きな教科・活動」の中で理科

をあげる生徒が少ないことが示されたが、男子の

全学年、女子の小学５年生から中学２年生におい

て、他の普通教科よりも「理科」が好きな児童生

徒が多かったことを明らかにしている。また、

「『理科嫌い』は女子において顕著なこと、同時

に、思春期を迎える子どもを囲む学校全般で、教

科・諸活動に対するポジティブな意識を高める実

践の必要性」を指摘している。教科・諸活動に対

するポジティブな意識を高める実践の必要性は、

そもそも「理科離れ」は「理科」に限定される問

題ではなく、「知離れ」を反映した問題であると

いう苅谷などの指摘［１８］に通じるものである。

学年進行に伴って理科に対する意識がネガティ

ブになるという問題は、こと日本に限らないこと

も示されている［１９］。

こうした理科に対する意識の低下に伴い、大き

くなるにつれて理科で学んだ知識も失われ、「理

科嫌い」の、「理科離れ」した「大人」になるケー

スが多いと言われている。子どもを積極的に自然

の中に連れ出すことも少なく、虫を見ると自ら

「キャー」と逃げ出す母親が多いのも日本の特徴

であると指摘されている。

このままでは、次世代の科学者や技術者が育た

ず、ものづくり立国「日本」の基盤が危うくなる

として、理科離れの克服のために、科学技術振興

機構（JCT）では、理科支援員配置事業、サイエ

ンスキャンプ、女子中高生の理系進路選択支援事

業、中高生の科学部活動振興事業、科学コミュニ

ケーション連携推進事業、サイエンス・パート

ナーシップ・プロジェクトなどの「理数教育・理

系人材キャリアパス支援事業」を実施してい

る［２０、２１］。平成２３年度より実施されている新学習指

導要領においても、理科の学習内容、学習時間と

もに増加となり、今回の学習指導要領改訂の「目

玉」の一つとなっている。

本論文では、多摩ニュータウンのある小学校の

理科を学ぶ３年生から６年生までの全児童２２９名

にアンケートを行い、子どもたちの「理科離れ」

が「学年進行で進む」とされる実態について詳細

に検討を加えるとともに、実際に起きているとす

ると何が原因なのか、もし、起きていないとする

と何が「理科離れ」を防いでいるのかを明らかに

する。また、最近増えつつある理科専科の教員や

理科支援員［２２］の役割などを見つめることで、「理

科離れ」の進行を防ぐ上での課題を明らかにす

る。

２．研究手法

子どもたちの「理科に対する意識」を明らかに

するために、多摩ニュータウンの K小学校の３

年生（５５人）、４年生（６０人）、５年生（５８人）、

６年生（５６人）（計２２９人）にアンケート調査を

行った。この小学校には、理科専科を経験した教

員１名、理科支援員（理科専科を長く経験した元

教員）の教員が１名配置されている。休み時間に

もこれらの理科専科を経験した教員のところに児

童が質問にやってくるなど、児童との関わりにお

いても積極的な学校である。

アンケートは、２０１１年１１月４日から２０１１年１１月
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図２ 理科の「好き」「嫌い」の男女間の違い

１１日の間に、各クラス担任を通じて配布、回収を

行った。配布したアンケートの例として、４年生

に行ったアンケートを論文の最後に添付してあ

る。

得られた結果は、必要な場合には、統計ソフト

JMP８を用いて統計的な解析を行った。

本論文では、枚数の制限から、３年生から６年

生の児童の「理科に対する意識」の概要、そし

て、３年生と４年生の児童の「理科に対する意

識」について詳細に報告する。

３．結果と考察

３．１．３年生から６年生までの全児童の理科に対

する意識について

３．１．１ 理科の「好き・嫌い」

図１に、各学年の「理科が好き・嫌い」の回答

の割合をモザイク図で示してある。図の横軸の各

学年の幅は、それぞれの学年の生徒数に比例して

いる。（前章の研究手法で述べたように、学年ご

との生徒数には、ほとんど差がなく、ほぼ同じよ

うな幅となっている。）

３年生から６年生までの全児童２２９名におい

て、「理科が好き」と回答した割合は、３年生で

８０．０％、４年生で８６．７％、５年生で８７．３％、６年

生で８２．１％、（全児童全体で８４．１％）に達した。

「理科が嫌い」な児童の割合が、３年生（２０．０％）

と６年生（１７．９％）でやや高くなっているが、４

年生（１３．３％）や５年生（１２．７％）との差は有意

なものとは検定されなかった。（p＝０．６６８７）

３．１．２ 理科の「好き・嫌い」の男女間の違い

次に、理科の「好き」「嫌い」の男女間による

違いを調べた。３年から６年生までの男子１１８

名、女子１０８名のうち、理科が「嫌い」と回答し

た割合は、図２に示すように、女子の割合

（１９．４％）が男子（１２．７％）よりも若干高くなっ

ているが、これらの差も有意なものとは検定され

なかった。（p＝０．１６７１）

３．１．３ 理科の「好き・嫌い」の理由

全学年の児童に、理科の「好き・嫌い」の理由

を一つ尋ねた結果は、次のようなものとなった。

「理科が好きな理由」としては、「実験が好き

だから」が５３．１％、「植物や動物の観察が好きだ

から」が１７．１％、「理科の授業が楽しいと感じる

から」が８．８％となった。一方、「理科が嫌いな理

由」としては、「実験や観察を特に楽しいと思え

ないから」が８．３％、「授業内容が難しくて分から

ないから」が３．９％となった。

３．１．４ 去年に比べて「理科が楽しくなった」児

童の割合

「去年に比べて、理科が楽しくなった」と回答

した児童の割合は、４年生で８６．７％、５年生で

７４．６％、６年生で７２．７％であった。（図３）「去年

より楽しくなった」という児童の割合は、５年生

と６年生では４年生より減少しているものの、こ

れらの学年ごとの差は有意なものとは検定されな

かった。（p＝０．１４０５）

４年生から６年生を通して、「去年より楽しく
図１ 各学年の児童の理科の「好き・嫌い」の割合

のモザイク図
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図３ 去年よりも理科が「楽しい」と答えた児童の
学年ごとの割合

なった」と回答した児童の割合は、男子で

７８．４％、女子で７８．１％となり、男女間にも優位な

差は認められなかった。（p＝０．９５４６）

一般的に、「学年が上がるにつれ理科の嫌いな

児童が増えて行く」と考えられがちであるが、こ

れらの結果は、「学年進行とともに理科嫌いが増

える」という傾向は、どの小学校においても顕著

に起こっている現象では決してなく、学校の取り

組み如何では「理科の楽しさは維持できる」こと

を示している。

３．２．３年生の理科に対する意識

K小学校の３年生の児童数は、１組２６名、２

組２９名の合計５５名であった。男女の内訳は、男子

３０名、女子２５名である。

５５名の児童の中で、「理科が好き」と答えた児

童が４４名（８０．０％）、「嫌い」と答えた児童が１１名

（２０．０％）であった。

「理科が好き」と回答した児童の割合は１組で

８０．８％、２組で７９．３％となったが、クラスによる

違いは有意なものとは認められなかった（p＝

０．８９２６）。一方、「理科が好き」と回答した割合は

女子で６８．０％、男子で９０．０％となり、女子におい

て「理科が好き」の割合が（５％の有意確率で）

有意に低いという結果となった。（p＝０．０４２３）

（図４）このように「女子の方が男子より理科嫌

いが多い」という有意な結果は、他の学年におい

ては見られなかった。

理科の好き・嫌いの理由を一つ選んでもらった

ところ、「理科が好きな理由」として、実験が好

きだから（４４．４％）、植物や動物の観察が好きだ

から（２７．８％）、理科の授業が楽しいと感じるか

ら（５．６％）が挙げられた。「理科が嫌いな理由」

としては、実験や観察を特に楽しいと思えないか

ら（９．３％）、授業内容が難しくて分からないから

（７．４％）が挙げられた。

それぞれの児童が選んだ「理科が好きな理由」

の男女による違いを図５に示す。男子は、理科が

好きな理由として、「実験が好きだから」を選ん

だ割合が６５．５％と最も高く、女子では「植物や動

物の観察が好きだから」を挙げた児童が最も多く

（５２．９％）、際立った違いとなった。

３年生の児童に「一番好きな単元」を尋ねたと

ころ、動物のようす（２５．５％）、じしゃくのふし

ぎをしらべよう（１４．５％）、豆電球にあかりをつ

けよう（１２．７％）、植物の観察・育てる・体のつ

くり（１０．９％）、風やゴムのはたらきをしらべよ

う（１０．９％）、太陽のうごきと地面のようす

（９．１％）の順となった。また、その理由を尋ね

図４ 「理科の好き・嫌い」の男女間の違い

図５ 好き・嫌いの理由の男女間の違い
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図６ 各単元の「好き、普通、嫌い」の男女比較

たところ、実験が楽しいから（３３．３％）、観察が

好きだから（２９．２％）、今まで知らなかったこと

を知ることができたから（２０．８％）が挙げられ

た。

一方、「一番嫌いな単元」を尋ねたところ、昆

虫の観察・育てる・体のつくり（２７．３％）、太陽

のうごきと地面のようす（２１．８％）、植物の観

察・育てる・体のつくり（１４．５％）、風やゴムの

はたらきをしらべよう（１２．７％）となった。これ

らの単元の嫌いな理由として、観察が好きではな

いから（３４．８％）、実験が楽しくなかったから

（２３．９％）、内容が難しくて分からなかったから

（１７．４％）が挙げられた。

それぞれの既習単元について「好き・ふつう・

嫌い」の回答の割合を図６に示す。図における左

端の数値は、以下のような単元名に対応してい

る。１：植物の観察・育てる・体のつくり、２：

昆虫の観察・育てる・体のつくり、３：動物のよ

うす、４：風やゴムのはたらき、５：太陽のうご

きと地面のようす、６：光のはたらきである。

「ものの重さをしらべよう」「豆電球に明かりを

つけよう」「じしゃくのふしぎをしらべよう」

は、調査時点で未習の単元のため、本解析からは

除外してある。

男子は「植物の観察・育てる・体のつくり�」

を除いたすべての単元において「好き」という回

答が最も多かった。とくに「風やゴムのはたらき

�」や「光のはたらき�」では、「好き」と選ん

だ児童の割合が高かった。

一方、女子は、多くの単元で「ふつう」と答え

る割合が高く、「嫌い」と答える割合も男子より

多い結果となった。

調査時点で未習の内容である「ものの重さをし

らべよう」「豆電球に明かりをつけよう」「じしゃ

くのふしぎをしらべよう」についても単元名から

感じる「好き、普通、嫌い」を尋ねたところ、男

子においては、いずれも「好き」と回答した割合

が６０％を超えていた。特に、「じしゃくのふしぎ

をしらべよう」という単元については男女ともに

「好き」と回答した割合が８０％を超え、これまで

の成長過程の中で得た経験知などを通して磁石に

対して興味や関心を持っているためと考えられ

た。

「昆虫の観察・育てる・体のつくり」では、「嫌

い」と答えている児童が男女ともに多く、虫嫌い

の児童の多さが伺えた。

既習の単元の中から、一番好きな単元を一つ挙

げてもらい、男女間の比較を行ったところ、図７

のような分布となった。図における右端の数値

は、図６と同様に各単元名に対応している。

男子においては満遍なくさまざまな単元が挙げ

られているが、女子においては、１番好きな単元

は「動物のようす」に大きく偏っていることが分

かる。

一番嫌いな単元を一つ挙げてもらい男女間で比

較を行ったところ、図８に示すように、女子にお

いては、「昆虫の観察・育てる・体のつくり」

（４１．７％）と「太陽のうごきと地面のようす」

（３３．３％）の二つに大きく偏った。一方、男子に

おいては、特定の単元に大きく偏る傾向は見られ

なかった。（図８における右端の数値は、図７と

同様に単元名に対応している。）
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「好き・嫌いの単元」において男女間に大きな

違いがでた原因として、「理科は嫌い」と答えた

３年生の女子の中にも実験が好きな児童が多いも

のの、調査時点までの単元の多くは実験内容が観

察に近いものであり、行った実験においても「面

白くなかった」という答えが多く、女子児童に不

人気な単元が多かった点が上げられる。

また、この学年の女子児童には虫嫌いが多い点

もその原因の一つと考えられる。理科を初めて学

ぶ３年生の春先の活動は「植物や昆虫の観察」で

あり、虫や土に触れることが多い。しかしなが

ら、「土いじりや虫の観察が嫌い」という児童が

多く、理科の「最初の取り組み」としての学習内

容に対する印象はあまり良くないものであったと

考えられる。

「虫嫌い」の克服には、小さい時からの家庭や

幼稚園、保育所を巻き込んだ原体験や自然の中で

の体験活動が重要であると考える。この学年に

なってから一朝一夕で「虫嫌い」を克服できない

ことは明らかであるが、自然との触れ合いの中で

「虫と関わる」課外学習や林間学校などの自然体

験の取り組みを意識的に配置することが必要であ

ると考える。

３．３．４年生の理科に対する意識

４年生は、１組３２名、２組２８名、合計６０名で

あった。また、男子は３５名、女子は２５名である。

４年生全体で、「理科が好き」と回答した児童

は５２名（８６．７％）、「理科が嫌い」と回答した児童

は８名（１３．３％）であった。

「理科が好き」の割合は、図９に示すように、

１組の方が高くなっているが、その差は有意なも

のとは検定されなかった。（p＝０．３３４９）

「理科の好き嫌い」の割合の男女による違いを

図１０に示す。（３年生とは逆に）女子の方が「理

科好き」の児童が多い（女子：９２．０％、男子：

８２．９％）が、これらの男女の差は、有意な差とは

検定されなかった。（p＝０．３０４４）

４年生に、「理科の好き・嫌い」の理由を１つ

回答してもらったところ、「理科が好き」な理由

としては、実験が好きだから（５６．７％）、植物や

動物の観察が好きだから（１５．０％）、理科の授業

が楽しいと感じるから（６．７％）が挙げられた。

一方、「理科が嫌い」な理由としては、実験や

観察を特に楽しいと思えないから（１０．０％）、授

業内容が難しくて分からないから（１．７％）が挙

げられた。

「理科の好きな理由」は、図１１に示すように、

男子においては、「実験が好きだから」が７３．３％

と多く、女子においては、「実験が好きだから」

が５６．５％、そして、「植物や動物が好きだから」

が２６．１％を占めた。

「去年より理科は楽しいか」という問いには、

男子で８０．０％、女子で９６．０％の児童が「楽しい」

と回答している。

去年よりも「楽しくなった」理由としては、使

う実験器具が増えたから（４３．３％）、実験が増え

たから（３１．７％）、生き物や自然の観察が増えた

から（８．３％）が挙げられた。一方、去年より「楽

しくない」と答えた児童の挙げた理由としては、

内容が難しくなったから（６．７％）がもっとも多

図７ 一番好きな単元の男女比較

図８ 一番嫌いな単元の男女比較
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かった。

去年より「楽しくなった」と回答した児童の楽

しくなった理由の男女間の違いを、図１２に示す。

図における右端の数値は、１：実験が増えたか

ら、２：実験が少なくなったから、３：使う実験

器具が増えたから、４：生き物や自然の観察が増

えたから、５：生き物や自然の観察がへったか

ら、６：去年よりも簡単になったと感じるから、

７：その他、８：無回答に対応している。

男子では、「使う実験器具が増えたから」と「実

験が増えたから」がそれぞれ４６．４％、４２．９％で

あった。一方、女子においては「実験が増えたか

ら」という理由より「使う実験器具が増えたか

ら」という理由が多く挙げられた。また、「生き

物や自然の観察が増えたから」が１６．７％挙げられ

た。

「去年より理科が楽しいと答えた児童」が、「理

科が好き」と答えているかどうかを調べたモザイ

ク図を図１３に示す。「去年より楽しい」と回答し

た児童のほとんどが「理科が好き」と回答してい

ることが分かる。（「去年より理科が楽しい」と回

答した児童が「理科が好き」と回答した割合と

「去年より理科が楽しくない」と回答した児童が

「理科が好き」と回答した割合には有意な差があ

ることが分かる：p＜．０００１）

図１２ 去年より理科が楽しくなった理由の男女間の
違い図９ ４年生二クラスにおける理科の好き嫌いの割

合

図１３「去年より理科が楽しい」vs「理科の好き嫌い」
図１０ ４年生の男女の理科の好き嫌いの割合

図１１ 理科の好きな理由の男女間の違い
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図１５ 一番好きな単元の男女間の比較

「理科が好き」と回答した児童のほとんどが

「去年より理科が楽しい」と回答している。一方

で、「理科が嫌い」と回答した８名の児童の内２

名が「去年より理科は楽しい」と答えている。

図１４に、これまで習った単元について「好き、

普通、嫌い」を回答してもらった結果を男女別に

分けて示す。（「ものの温度と体積」「もののあた

たまり方」「すがたをかえる水」「自然の中の水」

は未習の単元のため、本解析から除外してあ

る。）

図の左端の数字は、次のような単元に相当して

いる。１：季節ごとの生き物の観察、２：天気と

気温、３：電池のはたらき、４：とじこめた空気

や水、５：月や星、６：わたしたちの体と運動。

これらの既習の単元の中で、「一番好きな単

元」を回答してもらった結果を図１５に示す。図に

おける右端の数値は、図１４と同様に単元名に対応

している。

「電池のはたらき」「月と星」で、男女間に違

いが見られた。

男子では電池のはたらき（４２．９％）、星や月

（１７．１％）、とじこめた空気や水（１４．３％）、季節

ごとの生き物の観察（１２．１％）が挙げられた。各

単元の好きな理由として、実験が楽しいから

（３３．３％）、観察が好きだから（１６．７％）、今まで

知らなかったことを知ることができたから

（２５．０％）、実験が多いから（１３．３％）が挙げら

れた。

好きな単元として男子では、「電池のはたら

き」を挙げた児童が半数近くに上ったが、女子で

は僅か４．２％であった。男子に人気の高かった

「電池のはたらき（４２．９％）」は、愛知教育大学

が中学生に行った「小学校の理科でどの単元が一

番楽しかったか」という質問でも男子の中で一番

人気となった単元である。

この単元を選んだ理由として「実験が楽しかっ

たから」を挙げた児童が圧倒的に多かった。単元

の教材キットも充実しており、電線を繋げてモー

ターを回すなどといった実験が男子に人気の単元

となっている理由と考えられる。

一方、女子では「星や月」を挙げた児童が

５０．０％に上った。この単元は長期にわたる観察が

多く、手間のかかる単元ではあるが、宇宙に関す

る分野に興味を持つ女子が多かったこともあり、

「今まで知らなかったことを知ることができたか

ら」や「観察が好きだから」という理由のほかに

「星や月が好きだから」などと答えた児童も数名

いた。

「一番嫌いな単元」の男女の比較を図１６に示

す。図の右端の数値は、図１４と同様な単元名であ

る。

「一番嫌いな単元」は、女子の「電池のはたら図１４ 各単元の「好き、普通、嫌い」（男女別）
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図１６ 一番嫌いな単元の男女間の比較

き（女子２７．３％）」を除くと、「季節ごとの生き物

の観察（男子３７．５％、女子２２．７％）」「天気と気温

（男子２５．０％、女子１３．６％）」「わたしたちの体と

運動（男子１８．８％、女子２２．７％）」の三つの単元

に集中した。これらの単元が嫌いな理由として、

内容が難しくて分からなかったから（３３．３％）、

実験が少なかったから（２０．４％）、実験が楽しく

なかったから（１６．７％）、観察が好きではないか

ら（１３．０％）、などが挙げられた。

これら三つの単元は、他の単元に比べると実験

が少なく、内容が分かりづらいことが挙げられて

いる。特に、「天気と気温」のところではグラフ

などが出てくるため難しく感じてしまうように思

われた。

嫌いな単元として、「季節ごとの生き物の観

察」が挙げられたが、特に女子においては（３年

生の女子と同様に）「虫が嫌い」という理由を挙

げている児童が数名見られ、女子の虫嫌いが原因

の一つとなっていると考えられる。「わたしたち

の体と運動」「電池のはたらき」については「内

容が分かりづらかった」という意見が多くみられ

た。

３．４．理科の「好き・嫌い」と学習内容区分

それぞれの学年で学ぶ理科の単元を学習指導要

領解説「理科編」を参考に、「生命」「地球」「エ

ネルギー」「粒子」の内容区分に分類し、どの分

野の単元を児童が一番好きな単元として選んでい

るかを調査した。

内容区分の分類に当っては、採用している教科

書である大日本図書の単元名［２４－３０］を、学習指導要

領解説「理科編」で示されている内容区分表を参

考に分類した（表１）。

表１ 教科書の単元の内容区分

○エネルギー○

風やゴムのはたらきをしらべよう ３年生

光のはたらきをしらべよう ３年生

豆電球にあかりをつけよう ３年生

じしゃくのふしぎをしらべよう ３年生

電池のはたらき ４年生

電磁石の性質 ５年生

ふりこの動き ５年生

てこのはたらき ６年生

電気の性質とはたらき ６年生

○粒子○

ものの重さをしらべよう ３年生

とじこめた空気や水 ４年生

ものの温度と体積 ４年生

もののあたたまり方 ４年生

すがたをかえる水 ４年生

もののとけ方 ５年生

ものの燃え方 ６年生

水よう液の性質 ６年生

○生命○

植物の観察・植物を育てる・植物の体のつ
くり

３年生

昆虫の観察・昆虫を育てる・昆虫の体のつ
くり

３年生

動物のようす ４年生

季節ごとの生き物の観察 ４年生

わたしたちの体と運動 ４年生

植物の発芽と成長，花のつくりと実や種子
のようす

５年生

メダカのたんじょう ５年生

人のたんじょう ５年生

体のつくりとはたらき ６年生

植物の成長と日光や水とのかかわり ６年生

生物とそのかんきょう ６年生

生物と地球のかんきょう ６年生
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３年生から６年生のそれぞれの児童が自分の学

年の学習内容の中から選んだ「もっとも好きな単

元」の内容区分の男女の比較を図１７に示す。

男子は「エネルギー」を選んでいる児童が

３２．２％と最も多く、続いて「粒子２８．８％」「生命

２３．７％」そして「地球１５．３％」の順番となった。

女子は、男子とは異なり、「エネルギー（１１．１％）」

を選択している児童が最も少なく、その他の３つ

の領域をほぼ同程度（粒子３３．９％、生命２８．４％、

地球２６．６％）に選んでいる。

「エネルギー」は実験が多い分野であり、実験

の好きな児童が、男女の別なく「好きな内容区

分」として選ぶものと期待されたが、実際には、

女子には好まれなかった。四つの内容区分の学習

範囲や学習内容が均等でないことを考慮に入れる

必要があるが、女子児童の「好きな単元」に占め

る「エネルギー」領域の低さが気になるところで

ある。

Benesse教育研究開発センターが大学生に行っ

た「高校時代に選択していたコースについてのア

ンケート」［２３］においても、「物理」を履修した男子

が８６．９％である一方で、女子は５７．４％であった。

男子の方が「物理」分野を選択する割合が高い傾

向は、小学生の児童の理科の学習単元の好き嫌い

から既に見られることが本調査結果においても確

認された。

小学校の「エネルギー」領域を女子にも楽しく

学んでもらえるように、教材や教具、実験内容や

教授手法の開発とともに、一人ひとりの児童をサ

ポートする支援の仕組みが必要と考える。

４．まとめと今後の課題

本調査の対象校においては、「理科が好き」と

回答した児童の割合が一般的に考えられている割

合よりも高かった。また、学年進行とともに「理

科嫌い」が増えて行くという「理科離れ」も見ら

れなかった。児童の多くは理科が大好きで、実験

を行なうことが大好きであるという結果であっ

た。

また、有意な差とは認められなかったが、理科

の履修学年（３－６学年）の中で４年生におい

て、「理科が好き」と答えた女子の割合が男子よ

り高かった。この４年生の学年のクラス担任の１

人は理科専科を経験した教員であり、その教員が

児童たちに常日頃から科学的に物事を考える大切

さを教えていることが影響していると考えられ

る。

本調査校では、「理科の課題→自分の考えを書

く→話し合い→実験→実験したことをノートに書

く→確かになったことをノートにまとめる→感

想」という風に、順序立ててじっくり「どうした

らこうなるのか」ということを考えさせながら授

業を行っている。このような「みんなで考えるこ

と」や「ノートをまとめること」は女子の方が得

意としており、「ノートまとめを楽しく感じてい

るから理科が好き」と答えている児童も見られ

た。この「ノートまとめ」は、書き終わったら教

員に提出し、教員がコメントや評価をして返却し

ている。そして、次回の授業で良く書けている

○地球○

太陽のうごきと地面のようすをしらべよう ３年生

星や月 ４年生

自然の中の水 ４年生

天気と気温 ５年生

流れる水のはたらき ５年生

天気の変化 ５年生

月と太陽 ６年生

土地のつくりと変化 ６年生

生物と地球のかんきょう ６年生

図１７ 一番好きな単元の領域
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ノートを読み上げたりすることで、児童たちに

「頑張ろうと思えるきっかけづくり」を提供して

いる。

また、理科専科を経験した教員や専門性ある理

科指導員の力を借りて、子どもにとって楽しい、

しかも価値のある実験の準備を周到に行い、休み

時間にも児童と関わることを大切にしている。こ

うした取り組みの結果、「理科好き」の児童の割

合も（全国的な平均値よりも）高く、かつ、学年

があがってもこの「理科好き」が上手に維持され

ている。こうした事実は、「学校を挙げての取り

組み如何で、理科好きの児童を育てることが可能

である」ことを示す優れた事例となっていると思

われる。

一方で、男子は「エネルギー」領域を全く苦手

としていないのに対して、女子では好きな内容区

分として「エネルギー」領域を選んだ割合が少な

く、指導に更なる工夫が必要なことも明らかと

なった。

児童は「実験」が大好きであり、実験を周到に

準備し、記憶すべき事項が多い単元においても、

できるだけ実験の工夫を行うことで児童に単元の

目的がきちんと伝わるような努力が大切と考え

る。学年があがるにつれ、学習内容が複雑で難し

い単元が多くなることから、時間をかけて、全員

が理解できるまで丁寧に指導できる理科専科の教

員や理科支援員の配置などのきめ細かな対応が緊

要と考える。

もともと文系志望で、理科の苦手な教員が多い

小学校にこそ、理科専科の教員や理科指導員の積

極的、適切な配置を行い、担任との協働の取り組

みを充実させ、一人ひとりの児童の実態に即した

指導法の工夫が大切と考える。
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参考資料 ４年生に行ったアンケート

理科についてのアンケート

学年 ４年生 （男・女）

１．理科は好きですか？ ・はい

（どちらかに○をつけて下さい。） ・いいえ

２．はいと答えた人に聞きます。 ・実験が好きだから
じゅぎょう

それはなぜですか？ ・理科の授業が楽しいと感じるから

（あてはまるものに○をつけて下さい。 ・植物や動物の観察が好きだから

その他の場合は理由を記入して下さい。） ・その他（ ）

３．いいえと答えた人にききます。 ・実験や観察をとくに楽しいと思えないから

それはなぜですか？ ・内容がむずかしくてついていけないから

（あてはまるものに○をつけて下さい。 ・その他（ ）

その他の場合は理由を記入して下さい。）

４．下の表のそれぞれの内容について、好き（とくい）だったら１、ふつうだったら２、きらい（にがて）だっ

たら３に○をつけて下さい。

５．上の表の中いちばん好きな内容はなんですか？ ・ア ・イ ・ウ

（ア～コから選んで一つに○をつけて下さい。） ・エ ・オ ・カ ・キ ・ク ・ケ ・コ

教科の内容 好き ふつう きらい

ア 季節ごとの生き物の観察 １ ２ ３

イ 天気と気温 １ ２ ３

ウ 電池のはたらき １ ２ ３

エ とじこめた空気や水 １ ２ ３

オ 星や月 １ ２ ３

カ わたしたちの体と運動 １ ２ ３

キ ものの温度と体積 １ ２ ３

ク もののあたたまり方 １ ２ ３

ケ すがたをかえる水 １ ２ ３

コ 自然の中の水 １ ２ ３
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６．５で○をつけた内容が好きな理由を教えて下さい。 ・実験が多いから

（あてはまるものに○をつけて下さい。 ・実験が楽しいから

その他の場合は理由を記入して下さい。） ・今まで知らなかったことを知ることができたから

・観察が好きだから

・その他（ ）

７．うら面の表の中でいちばんきらいな内容は ・ア ・イ ・ウ

なんですか？ ・エ ・オ ・カ

（ア～コから選んで一つに○をつけて下さい。） ・キ ・ク ・ケ ・コ

８．７で○をつけた内容がきらいな理由を ・実験が少なかったから

教えて下さい。 ・実験が楽しくなかったから

・内容がむずかしくて理解できなかったから

・観察が好きではないから

・その他（ ）

９．４年生になって、３年生の時よりも

理科が楽しいと感じましたか？ ・はい

（どちらかに○をつけて下さい。） ・いいえ

１０．はいと答えた人に聞きます。 ・実験が増えたから

なぜそう感じましたか？ ・実験が少なくなったから

（あてはまるものに○をつけて下さい。 ・使う実験器具が増えたから

その他の場合は理由を記入して下さい。） ・生き物や自然の観察が増えたから

・生き物や自然の観察が減ったから

・去年よりも内容がかんたんになったと感じるから

・その他（ ）

１１．いいえと答えた人にききます。 ・実験が増えたから

なぜそう感じましたか？ ・実験が少なくなったから

（あてはまるものに○をつけて下さい。 ・内容がむずかしくなったから

その他の場合は理由を記入して下さい。） ・生き物や自然の観察が増えたから

・生き物や自然の観察が減ったから

・その他（ ）

ありがとうございました！
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Elementary Students’ Perception of Science Classes
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Abstract
The phenomenon that many students lose their interest in science classes as they in-

crease their grades is widely pointed out and called “Science-phobia.” Various measures

and policies have been taken to avoid such “Science-phobia” ; policymakers are concerned

that next generation’s scientists and technicians cannot prosper and the base of produc-

tion in Japan seems most unlikely. In the present study, the 3rd through 6th grade 229

elementary school students in Tama New Town were surveyed with a questionnaire to

evaluate their perception of science classes and make sure of the existence of “Science-

phobia.” Most students at every grade in the present elementary school are happy with

science classes and like this year’s science classes are better than the last year’s ones. Not

a significant difference between the male and female students’ percentages of their likes

or dislikes for science classes was observed, but there still exists quite a large difference

between the male and female’s best favorite units. The female students like the unit of

“Close-up and Raise Vegetables and Animals,” but the male students the units of “Func-

tions of Battery” and “Stars and Moon.” The reasons why the students are happy with sci-

ence classes and like this year’s science classes better than last year’s were clarified by

the facts that they like doing experiments and are happy with this year’s experiments

more than last year’s. In the fourth grades where the teacher who had experienced a spe-

cial course of science takes charges of their science classes, the female students like sci-

ence classes better than the males, suggesting that the science teachers and the assis-

tance to help science classes play a key role to avoid students’ “Science-phobia” in elemen-

tary schools.

Key Words（キーワード）
elementary school（小学校），science（理科），opinion poll（意識調査），science-phobia

（理科離れ），unit（単元）
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